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施設名 展覧会・イベント 日時・場所 費用・定員・申し込み

豊科郷土博物館
TEL72-5672

ボタニカルアート展・写真展 日6月3日(土)～18日(日)
　9：00～17：00
　（最終日は16：00まで）
場2階展示室

費要入館料

田淵行男記念館
℡72-9964

田淵行男細密画展「北アルプスの蝶」 日6月6日（火）～8月27日（日）
　9：00～17：00
場地階展示室

費要入館料

みなづき湧水コンサート
「齊藤涼花ハープコンサート」

日6月10日（土）
　15：30～16：30
場地階展示室

費要入館料 
定30人（先着順）
申5月30日（火）から電話で

貞享義民記念館
℡77-7550

下田忠壽
「なつかしい〝小川と小径〟写真展」

日6月9日(金)～24日(土)
　9：00～17：00
場1階企画展示室

費無料

三郷陶芸クラブ展示会「絆」展 日6月28日(水)～7月2日(日)
　9：00～17：00
場1階企画展示室

費無料

穂高交流学習セン
ター「みらい」
℡81-3111

第12回新進音楽家公開オーディション
（観覧者募集）

日7月2日（日）
　9：30～12：00（ジュニアの部）
　13：00～17：00（一般の部）
場多目的交流ホール

費無料
定各回70人（先着順）
申6月14日（水）から電話で

文 化 施 設 展覧会・イベント情報

皆
さ
ん
は
民
俗
学
と
い
う
と
ど
の
よ
う
な
内
容
を
思
い

浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。昔
の
人
々
の
暮
ら
し
、伝
統
あ
る

お
祭
り
、語
り
継
が
れ
て
き
た
民
話
や
伝
承
…
。確
か
に
そ

れ
ら
は
民
俗
学
の
大
切
な
分
野
で
す
。し
か
し
、市
誌
の
民

俗
編
で
大
切
な
の
は
、「
過
去
の
こ
と
」だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。今
生
活
し
て
い
る
私
た
ち
の
暮
ら
し
が
ど
の
よ
う

に
変
化
し
て
い
る
か
、と
い
う「
現
在
の
こ
と
」も
し
っ
か

り
と
書
い
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、買
い
物
を
す
る
時
、か
つ
て
は
地
元
の
個
人
商

店
に
行
っ
た
り
、行
商
を
利
用
し
た
り
す
る
こ
と
が
当
た

り
前
で
、支
払
い
は
現
金
か
つ
け
4

4

払
い
で
し
た
。そ
れ
が
今

で
は
、郊
外
の
大
型
店
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
の

チ
ェ
ー
ン
店
が
主
流
と
な
り
、支
払
い
も
電
子
マ
ネ
ー
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
い
っ
た
方
法
が
増
え
て
き
ま
し

た
。こ
の「
コ
ン
ビ
ニ
」や「
電
子
マ
ネ
ー
」も
、民
俗
編
で
は

重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
個
人
主
義
が
進
む
現
代
の
生
活
様
式

を
記
録
し
て
お
く
こ
と
。こ
れ
も
ま
た
民
俗
編
に
求
め
ら

れ
る
役
割
の
一
つ
な
の
で
す
。

民
俗
学
か
ら
見
る
過
去
と
今

市
誌
編
さ
ん
専
門
調
査
会
民
俗
部
会

事
務
局
　
幅
拓
哉

コ
ラ
ム　

市
誌
編
さ
ん
だ
よ
り　

第
11
回

小
説『
安
曇
野
』の
登
場
人
物
を
知
ろ
う
！

支払いも、つけ払い ( 上・
江戸時代の帳簿) から電
子決済(下)へと変化

講演
会

講
　座

講
　座

筑摩書房 創業の精神と現在

梅
ほ や の

干野研究室・文書館 研究発表会

古文書『赤
あかみのだん

蓑談』を読もう

臼井吉見が創業当時編集長を務めた筑摩書房。「臼井吉見の精神は、今も筑摩
書房の中心にある」と考える同社代表取締役社長・喜入冬子さんが、臼井吉見
への思いを語ります。

申5月29日（月）から電話・ファクス・電子メールの
いずれかで　℡71-5123　FAX71-5127
　bunshokan@city.azumino.nagano.jp

喜入冬子さん

文書館収蔵の資料をもとに調査研究した成果を発表します。

■発表① 明治期の集落景観
「明治16年明盛村『家屋建坪調査票』」を調査
▶山口美空さん（信州大学工学部建築学科

梅干野研究室）

申5月29日（月）から電話・ファクス・電子メールの
いずれかで　℡71-5123　FAX71-5127
　bunshokan@city.azumino.nagano.jp

1825年に松本藩で起きた百姓一揆・赤蓑騒動をまとめた『赤蓑談』を昨年
に引き続き読み解きます。バスで赤蓑騒動の地を巡る回もあります。

日6月24日～10月14日(土曜日・全8回)
　9：30～13：00
場貞享義民記念館研修室
講太田秀保さん（塩尻市文化財保護審議委員）

費各回300円　定20人（先着順）
申5月30日（火）から電話で
問貞享義民記念館　℡77-7550

日7月12日（水）
　14：00～15：30
場堀金公民館講堂
費無料　定100人（先着順）

■発表② 安曇野の若者の戦時生活
「青年学校記録」を調査
▶平沢重人さん（文書館館長）

日7月23日（日） 13：30～15：00
場堀金公民館講堂
費無料　定100人（先着順）　

■休館日、開館時間などは各施設へお問合せください。
■豊科郷土博物館は収蔵資料の防虫燻

くんじょう

蒸作業のため、5月30日（火）・31日（水）に臨時休館となります。

１
８
９
８
年
、
仲
間
の
支
援
を
受
け
て

出
身
地
の
穂
高
で
私
塾
学
校「
研
成
義
塾
」

を
創
設
。
30
年
余
に
わ
た
り
約
７
０
０
人

を
世
に
送
り
出
し
ま
し
た
。

小
学
校
教
師
だ
っ
た
井
口
は
、
芸
妓
置

屋
設
置
反
対
運
動
な
ど
を
理
由
に
、
勤
務

先
の
学
校
で
排
斥
運
動
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
際
、
同
郷
の
相
馬
愛
蔵
は
「
天
下
に

君
を
い
れ
る
学
校
は
恐
ら
く
あ
る
ま
い
。

君
を
い
れ
る
こ
と
の
で
き
る
学
校
―
そ
れ

は
た
ゞ
一
つ
、
君
自
身
の
学
校
だ
。
我
々

は
ど
こ
ま
で
も
援
助
す
る
」
と
井
口
を
助

け
ま
す
。
研
成
義
塾
は
こ
う
し
て
誕
生
し

ま
し
た
。

井
口
は
30
人
前
後
の
生
徒
た
ち
を
前

に
、全
教
科
を
ほ
ぼ
１
人
で
教
え
ま
し
た
。

教
え
子
に
よ
る
と
、「
人
格
者
た
れ
」「
汝

よ
い
人
と
な
れ
」が
口
癖
だ
っ
た
と
い
い
、

人
格
形
成
や
英
語
重
視
な
ど
特
色
あ
る
教

育
を
実
践
。
研
成
義
塾
で
学
ん
だ
人
の
中

に
は
、
評
論
家
の
清
沢
洌
や
実
業
家
の
東

條
た
か
し
な
ど
国
内
外
で
活
躍
し
た
人
物

も
い
ま
す
。
井
口
の
死
後
、
清
沢
は
「
無

名
の
大
教
育
家
」、相
馬
は「
穂
高
の
聖
者
」

と
称
え
ま
し
た
。

１
９
６
９
年
、
穂
高
に
開
館
し
た
井
口

喜
源
治
記
念
館
で
は
、
井
口
喜
源
治
の
書

簡
や
研
成
義
塾
の
教
科
書
な
ど
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

第
３
回

井
い ぐ ち

口 喜
き げ ん じ

源治

矢原耕地の集会所を仮教室にあてて、と

りあえず開塾ときまった時は、年内にも

新築のつもりだった。それが思うにまか

せなくて、三年が過ぎてしまった。
（小説『安曇野』第一部　その十六より引用）

井口は初め、矢原の集会所
を借りて研成義塾を創設。
1901 年に新校舎が完成し
て移転しました。現在の矢
原地区公民館には「研成義
塾創設の地跡」、移転後の
場所には「研成義塾之跡」の
碑 が 残 っ
ています。

研成義塾之碑▶

研成義塾創設の
地跡▼

邂逅と対話の安曇野紀行
　　　　　　　  「研成義塾之碑」


